
 
 
   

おりもの⽤のライナー 
  意外と、毎回使い捨てのものを買っている⼈も多いのではないでしょうか？ 
  そこで、布製の何回も使える布ライナーを⼿作りしてみませんか？ 
  布ナプキンを使うのはハードルが⾼いけど、これなら始められるかも。 
  ⼿縫いでも作れる布ライナーで、地球に優しいエコな温活しませんか？ 
 
 
                ●肌面の布・・・オーガニックコットンや、無漂白の綿など、肌触りが良く、化学染料をあまり使っていない生地がオススメです。 

                  ●中布・・・吸収の良いネル生地やタオル、ふきんの生地など。厚手の生地の場合は１枚に、薄手の生地なら２枚に。 

                        好みの厚さになるように調整してください。写真では中布は２枚で作っています。 

                  ●外布・・・薄手の生地が良いです。好きな柄だと可愛くて使うのが楽しくなります。 

                      (手芸屋さんのパッチワークコーナーに売ってあるような柄の生地などを参考にしてください) 

                  ★下準備･･･生地を使う前に水通しをしておくと、使い始めから吸収がよく、縮みが少なくすみます。 

                  (私はネットに入れて他の洗濯物と一緒に洗ったりします。干すときはしわを取るようにピンと張って)  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

布ライナーを作ろう！ 

外布、肌⾯布は、 
型紙を外す前にヘラでボタンの位置とステッチの位置に⾚線 
のように印をつけます。写真右 チャコペーパーでも OK。 

★自分で使うものなので、 

いらないタオルや使ってな

い T シャツなどを切って使

うこともできます(^o^) 

型紙通りに裁断します。 
布のたて⽅向などは気にしなくても⼤丈夫！ 

準備する物 

・肌面の布 

・中布 

・外布 

・スナップボタン直径 1 ㎝ 

・糸(ミシン用 or 手縫い用) 

・裁ちばさみ 

・手縫い針 

・ヘラ(ない場合やチャコペーパー) 

⼿縫いでもミシンでも OK♡ 



 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

写真左のように中布と肌⾯布を重ねます。 
その上に、外布を中表になるように重ねます。 
→写真右 

端から１㎝内側をぐるっと縫います。 
その時返し⼝を４㎝空けて縫ってください。 

縫い⽬から３〜４ミリまで、縫い代を裁
ち落とします 
こうすることで、裏返した時に縫い代が
綺麗に収まります。 
ただし、返し⼝の縫い代は裁ち落とさな
いようにします。 

返し⼝から布をひっくり返します。 
ひっくり返したらアイロンで整えます。 
特に外側は縫い代があってぷくっとなるのでしっかり 
アイロンを当てます。 

返し⼝を「コの字縫い」で 
閉じます。 
ミシンで縫ってもいいです。 



 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１でつけた印の線を縫います。 
こうすることで上の布と下の布が 
使ううちにズレてくるのを防ぎます。 

最初につけた×の印のところに
スナップボタンをつけます。 
もし位置が分からなければ、 
合わせてみてちょうどいいとこ
ろにつけます。 

◆スナップボタンについて・・・ 
右側のプラスチック製のボタンは⾚ちゃん
の洋服などについているスナップボタンで
す。つけるには写真右上のように専⽤の道
具が必要になります。 
よく⾒るスナップボタンは左側の銀⾊のタ
イプ。特殊な道具は必要なく、針と⽷があ
ればつけられます。 
今回はプラスチックのタイプで作りまし
た！ 

完成！ 今回はミシンですが、手縫いでも基本的には同じ作り方です。 

スムースや T シャツ生地を使う場合、手縫いの方が、馴染んで使い心地が良かったです。 

形や厚みは、使ううちに好みがわかるのでカスタマイズしてみてください。 

買うとそこそこのお値段がしますが、型紙があれば何回でも作れます！ 

ぜひ、好きな柄で、清潔に、楽しんでくださいね。       SNI クラフト倶楽部 


